
事業委員会報告 

1.普及宣伝事業・会員向け事業 

(１)公益チャリティー事業の実施（普及宣伝事業） 

ボウリングの日を中心としたチャリティーの実施 

      ペットボトル用シールを製作し、加盟センターフロント等にて募金活動を実施 

   募金期間  令和３年６月上旬～令和３年６月３０日 

   集約期間  令和３年７月上旬～令和３年８月２０日 

   集 計 額  令和３年度チャリティー金は、３３，１１１円 

   募 金 先  ピンクリボン・スペシャルオリンピックスを予定   

                                    シール製作費・チャリティー負担金 ９，６８０円 

 

(２)新聞紙上を活用した北場協無料招待券のプレゼント企画 

①道新ぶんぶんクラブ(会員向け事業) 

      道新ぶんぶんクラブコーナーに北場協１ゲーム無料招待券を１人３枚１５０名にプレゼントの

企画を提案し実施された 

   新聞掲載日    令和３年９月２２日   招待券発行枚数  ４５０枚 

招待券使用期限  令和４年 １月３１日    

北場協請求期限  令和４年 ３月２５日 

申込方法     ハガキ応募・道新ぶんぶんクラブウエブ申込 

応募総数形態   ぶんぶんクラブ会員向け 会員数４８万人が対象    合計１５０５名 

≪ボウリング招待券招待券のプレゼント≫ 

①ぶんぶんクラブ招待券プレゼント 150組×3G×@420  = 189,000円 

        ▲１４７，８４０円予算減              実績 ４１，１６０円 

 

(３）新聞紙上への告知広告（普及宣伝事業） 

  ①北海道新聞告知記事 

北海道新聞全道版 朝刊掲載  

掲載内容 ブルーレイ販売告知 

   掲 載 日 令和３年７月２９日   

掲 載 料 １６２，８００円 × １回(３段１/２) 

掲 載 日  令和４年３月２４日 

掲 載 料  ２０３，５００円 × １回(半５段)      掲載料合計 ３６６，３００円 

北海道新聞社・道新ぶんぶんクラブとタイアップ 

① 道新ぶんぶんクラブトリオボウリング大会継続 

② 北海道新聞杯争奪全道サクラ      シリーズ実施 （2021 年）  

③ 道新ぶんぶんクラブ招待券プレゼント企画 発行枚数４５０枚（会員向け事業） 

④ 道新ぶんぶんクラブ会員向けブルーレイプレゼント  

  ②日刊スポーツ告知記事 

掲載内容 ブルーレイ販売告知 

掲 載 日 令和３年７月３日   

掲 載 料 ５５，０００円 × １回 (7/11/15/19/31 複数回掲載有り) 

   日刊スポーツ紙 

    ① 大会記事の掲載 

    ② ブルーレイプレゼント 

                            新聞掲載料予算   600,000円  

▲１７８，７００円予算減       実施額合計    ４２１，３００円   
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(４) Ｄｏ Ｌｅａｇｕｅ２０２１アナザーゲーム(普及宣伝事業) 

   予算２，０００，０００円 

   Do League実行委員会DVDメンバー(令和３年７月１５日立上げ) 

   事業委員長          吉川和良        会長             黒田信幸 

                         事業委員会兼務副会長     石田健太郎 

競技委員長          土生 毅 

事業担当理事             富田俊輔 

㈱スガイディノス       佐久間信也 

     収録 令和３年１２月２９日 

     会場 厚別パークボウル 

Doリーグ2021（アナザーゲーム）製作     

     予算 決算 

 番組制作費一式 ＰＲセンター 990,000 1 990,000 990,000 

 プロＤＶＤ出演料 本間由佳梨プロ 40,000 1 40,000 40,000 

 プロＤＶＤ出演料 田代小夏/村上好/倉田萌プロ 20,000 3 60,000 60,000 

 プロＤＶＤ出演料 森彩奈江/大坪奈津美/秋山希望プロ    300,000 

 アマチュア交通費 清野えみり/番井琴音/保木絵理/工藤こま

ち(札幌) 

1,000 4 3,000 4,000 

 アマチュア交通費 倉田結 19,870 1 19,870 1,980 

 昼食代 

（参加者予定10名） 

ケータリング+サンドイッチ 23,154 12 23,154 24,000 

 賞品：１番勝負 徳寿：焼肉ギフト 5,500 5 27,324 32,962 

 賞品：２番勝負 全国共通お寿司券 3,120 5 15,600 35,835 

 賞品：３番勝負 日本ハム 4,024 5 20,120 27,453 

 ２rdステージ     31,080 

 ３rdステージ     33,930 

 広告費 告知製作物（ポスターなど） 25,000 1 25,000 25,000 

 会議費 役員交通費・宿泊費（協会規定による） 44,420 1 44,420 54,310 

  委員会昼食代 1,000 6 6,000 6,713 

  来賓昼食代    5,754 

 事務費 イベント実施小物の作成（パネルなど） 30,000 1 0 6,229 

 会場費 厚別パークボウル会場使用料 30,000 1 30,000 30,000 

  パーティション購入    53,048 

  シール・スタッフTシャツ・ポスター・マスク    31,715 

  デザインコンテスト専門学生 招待券    12,600 

 ＤＶＤプレス製作費 ※受注生産     

 マウスシールド Ｄｏリーグアナザーゲーム収録分  200 12 2,400 0 

 機材購入  52,140  52,140 150,756 

 振込手数料    330 6,262 

 合   計    1,134,358 1,963,627 

合計１，９６３，６２７円 

                ▲３６，３７３支出減           総合計 １，９６３，６２７円 
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(５) アナザーゲーム(20年度)ブルーレイの販売 

   Do League2020ブルーレイは、５月２４日より受付、発売日は６月２２日ボウリングの日とする 

   加盟センター各1枚を無料配布 

   道新ぶんぶんクラブ・日刊スポーツ紙  プレゼント各10枚  合計20枚 

   陳情時の配布           7枚 

   エアＧ協賛                       3枚 

   販売価格   ２，２００円 

   仕入れ価格    ５５０円  センター利益 １，６５０円 

   プレス料金    ７００枚  ２２０，４６２円 

   販売実績     ５８１枚  ３１９，５５０円 

   ＤＶＤ申込     ５０枚   １５，０００円(北場協通過勘定) 

   送料ほか             ９，１１０円 

   販売差額   319,500円 – 229,572円 = 89,978円(Doリーグ繰越金に繰り入れ) 

     Do League繰越額 前年度繰越額700,961に89,978をプラスし790,939円とする 

 

（６）ホームページ維持継続 (普及宣伝事業)                     

サーバーレンタル代及びホームページの更新と管理費                   １０６，６１３円 

 

(７) 会員センター向け新春ボウリング招待券プレゼント 

    加盟センターで来場者に必要事項を記入してもらい応募 

   応募券は北場協HOTニュースとセンターにメール送信 

    センター当たり８名      ８名×３枚×４２０円=１０，０８０円   予算２２１，７６０円 

   キャンペーン開催期間     令和４年１月１７日 ～ １月３１日 

   応募券受付締切        令和４年２月７日 

      ボウリング招待券使用期限   令和４年５月３１日 

    ボウリング招待券請求期限   令和４年６月３０日  

      実際取組センター２２センター中１３センター  

１２センター × ８名 × ３枚 × ４２０円 = １２０，９６０円  

１センター × ５名 × ３枚 × ４２０円 =   ６，３００円            

           ▲９４，５００円予算減                  １２７，２６０円 

簡易書留送料は会員向け事業の振込手数料・送料にて処理 ５，３８２円 

 

(８) 新型コロナ感染症拡大防止助成金への拠出 

    コロナ緊急対策プロジェクトの一連の取組が決定され、全加盟センターの抗菌施工と各センタ

ーの新型コロナ感染症対策支援金が決定されたことに対して、令和３年事業委員会予算案にも

計上のとおり普及宣伝事業費より２００，０００円拠出し予備費と合算し実施された 

                                  ２００，０００円 

 

(９) プレミアム商品券の発行 

   新型コロナウイルス感染拡大による緊急事態宣言自粛要時の事業として北場協加盟共通商品券

をプレミアム商品券として有効活用する 

   使用枚数を北場協に請求する従来の形は取り止め、後日送付枚数分を加盟センターに支払う 

   センター保有レーン数+３枚+均等割り３３枚を加盟センターに送付  予算３３１，０００円    

   商品券代振込                            ３３１，０００円 

   金券送料簡易書留                          １６，８１０円 

   振込手数料                               ６，９３０円 
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     プリンター購入・インク購入                     ２０，７３４円 

               支出増 44,474円               ３７５，４７４円 

 

(10) フリータイムの開催                  予算５００，０００円 

   一昨年行った全道フリータイムを基準に行う 

   フリータイム実行委員会発足を事業委員会が行い各地区より実行委員を選出し進めた 

まん延防止等重点措置から緊急事態宣言(5月16日～31日迄の間)に変更と成ったことから開催時

期を延期して行った 

予算として600,000円を予定していたが、緊急事態宣言の発信の為、急遽プレミアム商品券の発

行に着手した。プレミアム商品券の予算は約300,000円、従ってフリータイムに充てられる予算

が充分とは成らず他の経費より200,000円を補填し、総経費500,000円で実施した  

委員長            吉川 和良   

実行委員  会長          黒田 信幸       委員 綜合レジャーサンコーボウル 荒木 浩一 

        副会長        石田 健太郎   委員 釧路パレスボウル        小山内 章悟       

        競技委員長    土生 毅     委員 Ｘ－ＢＯＷＬ釧路店      櫻井 和宏        

        事業担当理事  富田 俊輔    委員 ディノスボウル室蘭     髙田 啓太郎       

   開催期間 令和３年１１月１３日 ～ 令和４年１月１６日 

   参 加 費   1回 ３００円  参加人数  ４５７６名 

   参加費合計 北場協予算   500,000円 

         参加費合計  1,372,800円 

         総 経 費  1,872,800円 

         支出合計   1,484,306円 

         翌年度預り   388,484円(令和４年度開催のフリータイム経費に繰越) 

収入の部 北場協予算 500,000  

 参加費 1,372,800 4576名 × @300    

収入合計    1,872,800  

支出の部  優勝～第10位 116,996 ㈱アメリカンボウリングサービス ボール 

 番号による賞 360,406 予め番号を決め当選者決定 411名 

 番号による賞 424,768 ５０型液晶テレビ、レンジ、電気圧力釜×2、ニンテンドー

switch×1 45名 

 ダブルス戦1回目 74,602 優勝チームユニフォーム、サンブリッジ、レジェンドスタ

ー、優勝~５位サンブリッジ 

 ダブルス戦2回目 52,849 特別企画ダブルス２弾 サンブリッジ、日本ハム 

 プロチャレンジ1回目 18,330 江川プロ マックカード、送料 

 プロチャレンジ2回目 16,960 本間プロ お米券、送料 

 週間ハイゲーム 49,348 週間ハイゲーム商品券44,500 簡易書留送料4,848 

 1回目キャンペーン 96,804 鶴雅リゾート券ほか 10名 

 2回目キャンペーン 114,848 鶴雅宿泊券ほか 10名 

 取組上位センター 47,116 ケンタッキーフライドチキン券、送料 

 その他 111,279 告知ポスター、入賞ポスター、振込手数料、送料 

支出合計  1,484,306  

   388,494 次年度繰越金 

 


